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お子さんは、未知・未経験のことに自分なりに考え、
チャレンジしていると思いますか。

お子さんは、自分から学習しようとすることができてい
ると思いますか。

お子さんは、まわりの人と協力し合い、思いやることが
できていると思いますか。

お子さんは、自分から進んで運動していると思います
か。

お子さんは、給食を好き嫌いなく食べようとしていると
思いますか。

お子さんは、学校での学習内容を理解していると思いま
すか。

お子さんは、人の話をよく聞いて、自分の考えをはっき
り相手に伝えるとができていると思いますか。

学校職員は、いじめや不登校等をなくすために熱心に取
り組んでいると思いますか。

学校は、地域との関わりがもてるよう努力している（い
ちょうの会の活動、育成委員会の活動、地域の行事…

学校だよりやホームページ等は、学校の取り組みや様子
がよく分かる内容になっていますか。

お子さんは、縦割り活動、運動会などの活動に熱心に取
り組んでいると思いますか。

学校職員は、お子さんとの信頼関係の構築に努めている
と思いますか。

西小中台小学校は、お子さんが安全に学習や生活ができ
る学校であると思いますか。

西小中台小学校は、清掃や美化に努め、施設設備の教育
環境が整っている学校であると思いますか。

令和7年度保護者アンケート（前期学校教育評価）結果
そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない 全く思わない

調査日：令和 6 年７月１１日（金）～７月１８日（金） 
回答数および回答率：125 人/173 人（72.3％） 



14 項目中、11 項目で 80％以上の肯定的評価（そう思う、どちらかと言えばそう思う）をいただきまし
た。その中でも、「学校職員は、いじめや不登校等をなくすために熱心に取り組んでいる」（96％）「子供
たちが縦割り活動、運動会などの活動に熱心に取り組んでいる」（95％）「学校は、地域と関りが持てるよ
う努力している（いちょうの会の活動、育成委員会の活動、地域行事等）」（94％）などの項目で特に高い
評価をいただきました。何より、西小中台小学校が「安全に学習・生活することができる学校である」
（92％）という高い評価をいただけたことは、職員にとっても励みになる結果となりました。今後も子
供たちの体と心の安全を第一に、日々の教育活動を充実させてまいります。日頃より、本校の学校教育目
標である「自ら学ぶ意欲をもち 心豊かで たくましい子供の育成」において目指す子供像である「基本的
な生活習慣を身に付けた心豊かな子」を育むため、各学校行事や異年齢交流活動の充実を図りつつ、教育
活動に取り組んでおります。さらに、学校だよりやホームページ等についても「学校だよりやホームペー
ジ等は、学校の取り組みや様子がよく分かる内容になっている」（90％）と高い評価をいただきましたが、
より学校での様子が保護者の方により伝わるよう今後も工夫を重ねてまいります。 
一方で、「子供たちは、未知・未経験のことに自分なりに考え、チャレンジしている」（R６年度後期 87％

→今回 80％）「学校は清掃や美化に努め、施設設備の教育環境が整っている」（R６年度後期 88％→今年
度 86％）など、前年度と比較して数値が低くなった項目も見られます。児童数が減少しており、やや内
向的な様子が見られますが、校外学習や体験活動の充実、ゲストティーチャー等を活用し、未知や未経験
のことに積極的に取り組めるよう教育活動を工夫してまいります。また、校内の施設・設備等環境の改善
についても、市教育委員会と連携を図りつつ修繕を進めてまいります。 
前年度との比較では数値が上昇しているものの、「子供たちが自分から学習しようとすることができて

いる」（74％）「子供たちは、自分から進んで運動している」（76％）「子供たちは、人の話をよく聞いて自
分の考えをはっきり相手に伝えることができている」（69％）など、数値が低い項目については、今後も
本校の課題として重点的に取り組んでいく必要があると考えられます。 
学習や運動において、「親や教師から言われて行うのではなく、子供たちが主体的に取り組むこと」に

課題があるととらえる保護者の方が多いようです。「学ぶことの良さ」「体力がつくことの良さ」を知るこ
とや、自分自身の学力や体力が伸びていることを実感できることで、子供たちは主体的に取り組む意欲
を高めていきます。特に、「自分自身に力が付いた」と実感するには、年齢の低い子供たちほど「身近な
人に褒められ、認められること」が必要です。ぜひご家庭でも、他のお子さんと比較するのではなく、お
子さん自身の伸びや頑張りを認め、積極的に褒めていただけたらと思います。学校でも、主体的・対話的
で深い学びを充実させるために授業改善や活動の工夫・支援の工夫に取り組んでまいります。 
 保護者の皆様からいただいたご意見を校内全教職員で共通理解し、西小中台小学校の子供たちのより
よい成長のために活かしてまいります。ご協力ありがとうございました。 


